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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

搾管内乳頭粘液性腫癌 (IPMN)の悪性度診断における造影超音波検査 (CEUS)の有用性

を検討した｡対象は当院でIPMNと診断され手術を行ったもののうち､術前にCEUSを施

行した22例 (adenomall例､borderlinel例､eancerlO例)｡全例にCEUSと造影CT

の撮影を行った.CEUSは､vascularimageとperfusionimageを観察した｡22伊仲 17

例に壁在結節を認め､CEUSでは15例 (88.2%)､cTでは12例 (70.6%)で描出可能で､

両者の描出能に有意差は認めなかった｡vascularimageで結節内の血管を認めたものは15

例中12例 (80%)､うち点状または線状に観察されたものが4例 (径4-5mm)､樹枝状に

観察されたものが8例 (径 10-53mm)であった｡点状または線状の血管を認めたものは

adenoma2例､boderlinel例､Cancerl例で､樹枝状の血管を認めたものはすべてcancer

であったoperfusionimageでは描出可能な結節 15例すべて染影されたo

vascularimageで描出される壁在結節の血管像と､結節径､組織所見に関連がみられ､CEUS

は､IPMNの悪性度診断の一助になる可能性が示唆された｡

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本研究は膵管内乳頭粘液性腫蕩 (IPMN)の悪性度診断における造影超音波検査の

有用性について､手術で証明された 22症例を対象に造影 CT と対比しながら

retrospectiveに検討したものである022例中17例に認められた壁在結節について､

造影超音波検査のvascularimageとperfusionimageを評価したが､特にvascular

imageにおいて樹枝状に多くの血流が認められた症例においては有意に癌の存在が

高いことが明らかになり､また､壁在結節の存在診断についても造影 CTに遜色ない

ことが明らかになった｡IPMNの造影超音波検査ではvascularimageで描出される

壁在結節の血管像､結節径､組織所見に関連がみられることが明らかとなり､非侵襲

的検査である造影超音波検査がIPMNの悪性度診断に有用なことが明らかとなった｡

IPMNは現在まれではない疾患であり､経過観察対象となっている症例も多いが､本

研究はその経過観察の方法に重要な示唆を与える研究といえるC

よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認めるO




